
昇降調節アーム

クランプ組み立て方法2

付属品一覧

AS-MABT05 ver.1AS-MABT05 マニュアルAS-MABT05 マニュアル

1. 本紙に記載された内容は製品の仕様、付属品の変更によって変更される場合がございます。
　記載事項は正確を期すべく細心のチェックを行っていますが、内容の正確性については保証致しかねます。
　当社は予告なしに内容を変更する権利を有します。

最後に、本製品をご購入いただきましてありがとうございます。
本マニュアルの最新版は弊社 HPの本製品ページに掲載されております。
右上のVerをご確認の上、弊社HPに掲載されているVerの方が新しい場合は、そちらをご確認の上、組み立てを
行ってください。

◎はじめにお読みください。

2. 本製品の耐荷重は開発時試験環境下での確認であり、使用時全ての状況での動作を保証するものでは
　ありません。

5. 他社登録商標・商標をはじめ、本紙に記載されている会社名、システム名、製品名は、一般的に各社の登録商標
　または商標です。

3. 本製品の組み立て、調節には付属品以外の工具が必要になる可能性がございます。
　本紙内には付属しない製品の画像や用語を記載することがありますが、付属品については本紙の付属品欄に
　記載がある物のみとなります。

4. 組み立て時は素手ではなく滑り止め / 保護用の手袋を使用いただくことお勧めいたします。
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下図をご確認の上、下記の手順で組み立てください。

製品仕様

VESA 金具
固定用ネジ

M4-12mm M4-16mm M6-12mm M6-16mm
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クランプ②

クランプ①

グロメット①

グロメット②

グロメット③ グロメット④

クランプ
固定ネジ x2 ベース

固定ネジ x4

ケーブル
ガイド x2

ベース固定ネジ

4mm 六角レンチ

クランプ①

①
昇降調節アームとクランプ①を組合わせ
スタンド固定ネジを付属の 4mm の
六角レンチ  で４か所固定してください。

②
固定が完了したらクランプ②を組み合わせ
クランプ固定ネジを付属の 4mm 六角レンチ
で２か所固定してください。
ネジを通す穴は３つ空いており、使用する
デスクの厚さが 15 ～ 50mm の場合は
上の 2 つのネジ穴を使用し、50mm 以上の
デスクの厚さが 45 ～ 60mm の場合は
下の 2 つのネジ穴を使用して固定して
ください。

Monitor Arm Basic
VESA 75 x 75mm / 100 x 100mm
最大 32 インチまで
最大 8 kgまで
クランプ方式 / グロメット方式
クランプ：15 〜 60mm
グロメット：15 〜 60mm
幅：100mm / 奥行：180mm

シリーズ名
対応規格
対応モニターサイズ
耐荷重
取付方式
取付可能天板

取付必須スペース

回転　：360°（+180° / -180°）
パン　：90°（+45° / -45°）
チルト：90°（+45° / -45°）
約 W115 x D125 x H545～735 mm
約 1.9 kg
スチール / プラスチック
ご購入日より１年間（保証書必要）

可動範囲　

本体サイズ
重量
素材
保証期間
※可動範囲は取り付けるモニターサイズによって異なります。



VESA
固定ネジ

1.　
モニターの高さを上げる場合はモニターの
下枠を手で支え、上にあげてください。
その際に画面部分を持たないように
注意してください。画面が破損する
可能性があります。

2.　
昇降幅は約 2cm ずつ、最大で 10 段階
上がります。1 段階上がる毎にカチッと
いう音が鳴り、段階が上がっていきます。
音が鳴った状態で手を離すと現在のロック
場所でモニターの高さが維持されます。

3.　
最大まで上げた状態で更にモニターを
上げるとロック機能が外れ、モニターを
一番下まで下げることができます。
この際、ロックが外れておりますので
モニターをしっかり支えないと一番下まで
一気に下がりますので非常に危険です。
モニターを下げる際はしっかりと手で
モニターを支えながら行ってください。

4.　
モニターを下げた場合は必ず一番下まで
下げきってください。一度モニターを下げ
始めた場合は一番下まで下げきらないと
再度上げてもロック機能が働きません。
ガチッという音がなったら一番下まで
下がった合図ですので必ずその音を
確認してから再度モニターを上げ始めて
ください。

モニター昇降時の注意事項

+45°

-45°

90°

360°

グロメット組み立て方法4

グロメット方式の固定に関しては上図、左図を
ご確認ください。
①の画像をの通り、、昇降調節アームに
グロメット①とグロメット②を組み合わせ
ベース固定ネジを４本使って付属の
六角レンチ (４mm) でしっかりと固定を
してください。
その後、デスクに取り付けたらグロメット③を
挟み、グロメット④を使ってしっかりと固定を
してください。

① ②

③

グロメット①

グロメット② ベース
固定ネジ x4

4mm 六角レンチ
グロメット③

グロメット④

ケーブル
ガイド

付属のケーブルガイドは
左図を参考に、お好きな位置に
貼り付けてご使用ください。

VESA金具

VESA金具取り付け方法 ６3

モニタ取り付け方法

モニタを取り付ける前と後には、必ずチルト角のネジ調節を行ってください。

７

モニタの重量/チルト調節

弊社製品
（VESA金具） ネジ

モニタ

イメージ図

使用するネジはご使用されるモニタによって異なります。取扱説明書を確認したり
メーカーに問い合わせる等、取り付け可能なネジの情報を入手してから取り付けてください。

ネジは 75x75/100x100 モニタに対応するそれぞれの一般的なネジを付属しております。
付属のネジが合わない場合は、ネジの強度に十分注意の上、市販の対応するものを
ご購入ください。

ネジの取り付けが強すぎるとモニタを破損し、弱すぎると固定がしっかりできず脱落する
恐れがあります。また、取り付け時のモニタやネジの破損については弊社は一切の責任を
負いかねますので、取り付け時は慎重に作業をしてください。

本製品は VESA 取り付け面が平らなモニタ用に作られております。
曲面モニタ等、VESA の取り付け面が平らではないモニタは
使用できないことがありますので、お取り付け前に取り付け面を
お確かめください。

1.

4.

3.

2.

下記の1-4の注意事項をご確認の上、VESA金具固定ネジが上にくるようにして、
VESA金具を取り付けてください。お使いのモニタに合わせて、ネジの経(M4     またはM6 )と
ネジの長さ(12または16mm)をお選びください。※一般的にはM4-12mmです。

製品の説明書に記載された使用方法および注意事項に
反するお取り扱いによって生じた故障の場合は
弊社は一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

※ネジを止める際はネジを
　締めすぎないようご注意ください。

【VESA金具取り付け例】

①12mmのネジを使用

12mmのネジで金具を止める際は、 
ネジを締めすぎないように付属の
 ワッシャー(小)をご使用ください。

②16mmのネジを使用

16mmのネジで金具を止める際は、
 付属のワッシャー(小)と、
 ワッシャー(大)をご使用ください。

緩みがないよう、しっかりと固定してください

①VESA金具のスライドとスタンド側の
　スライドを合わせ、上から取り付けてください。
　※2人で取り付けることを推奨します。

②VESA金具側とスタンド側の固定用ネジ穴を
　合わせ、付属のVESA金具固定用ネジで
　固定してください。

③取り付け後、前に傾くようであれば
　六角レンチ(5mm)を使用し、チルト角調節ネジを
　しっかりと締めつけてください。

VESA 金具を固定したら、下図をご確認の上、アームにモニタを取り付けてください。

本製品の関節部分は左図の
チルト角調節ネジのみ調節が可能です。
(モニタを支える部分です。
基本的には締める形になります)

その他の六角レンチネジは、モニタを
取り付けた際に脱落しないよう、
ネジロック材等でしっかりと固定されています。

モニタを取り付ける前に（もしくは
取り付けた後、前に傾くようであれば）
取り付けたモニタが傾かないよう
六角レンチ(5mm)を使用し、しっかりと
締めつけてください。
※取り付けるモニタが27インチ以上、
　4～5kg以上の場合は、基本的にネジを
　締める必要があります。

締め付けが緩いとモニタが急に倒れる
可能性がありますのでご注意ください。

・

・

・

・緩みがないよう、
しっかりと固定してください

②
ワッシャー（小）

ワッシャー（大） M4×16mm
または
M6x16mm

①
ワッシャー（小）

M4×12mm
または
M6x12mm

六角レンチ
(5mm)

チルト角調整ネジ

高さ調節について８

本製品は上図のように回転、パン、チルトで可動しますがご使用可能な範囲については
取り付けるモニターサイズや重量、モニターの重量バランスによって異なります。
可動させる範囲に関してはご自身の責任の上、危険がないと判断できる範囲内で
ご使用ください。

5 ケーブルガイド


